
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 



   

　　　《野村地区の田んぼや水路の役割》

　

　　　【田んぼや水路の多様な機能】

　

このように、田んぼや水路は、いろんな役割を通して『人と自然とのつながり』をつくってい

ます。古くから受け継がれてきた農村環境や農業用施設を、農家の方とみなさんの協力で大切に

守っていきましょう。

※ 事故にご注意ください※

河川や農業用水路などは、普段は安全に見えても、降雨時は一気に水量

が増すことがあります。危険と書いているところには近づかないようにし、

増水時の河川などへの立ち入りは十分注意してください。

野村小学校の周辺には田んぼが広がり、肱川から取

水した水路が流れています。

みなさんが毎日食べているお米の栽培には、たくさ

んの水が必要です。川から田んぼへ水路を通って水を

引き、お米がつくられています。

田んぼや水路は、安定した食料を産み出すためのと

ても大事なもので、決して農家の人たちだけのもので

なく、地域全体の財産でもあります。

田んぼや水路は、食料を供給する役割だけでなく、農業が営まれることにより、以下のよう

な農業・農村の環境保全に関わる様々な機能を発揮しています。

★地下水かんよう機能 水田にかん水された用水や雨水が、徐々に地下に浸透して地下水を貯

えるほか、直接河川を流下するより長い時間をかけて下流の河川にもど

されるため、再び下流域で利用することができる。

★土壌浸食防止機能 水田に張られた水は、雨や風から土壌を守り、浸食を防ぐ役割がある

ほか、畑地の作物は被覆効果を発揮するなど、下流域への土壌の流出を

防ぐ働きがある。

★生物多様性の保全機能 水田や畑には多様な生物が生息しており、自然との調和を図りながら、

営農が行われ、水田や畑が適切かつ持続的に管理されることにより、植

物や昆虫、動物等の豊かな生態系を持つ二次的な自然が形成・維持され、

多様な野生動植物の保護にも大きな役割を果たしている。

★良好な景観の形成機能 大地に育った作物と農家の家屋、その周辺の水辺や里山が一体となっ

て醸し出す独特の雰囲気を有する景観を形成している。

★雨水の保水・貯留による

洪水防止機能

畦畔に囲まれている水田や水を吸収しやすい畑の土壌は、雨水を一時

的に貯留し、時間をかけて徐々に下流に流すことによって洪水の発生を

防止・軽減させている。

野村地区の田んぼ


